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骨
折
ら
ん
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

●
福
津
市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課

さ
わ
や
か
衛
生
管
理
事
業

の
お
知
ら
せ

●
福
津
市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課

調
査
票
の
配
布
と
記
入
の
仕
方
を
説

明
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

実
施
予
定
期
間

九
月
～
十
一
月

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
九
州
地

方
整
備
局
道
路
計
画
第
二
課
　
☎
０

９
３
・
９
５
１
・
４
３
３
１

何
も
な
い
と
こ
ろ
で
つ
ま
づ
く
よ

う
に
な
っ
た
り
、少
し
の
段
差
に
ひ

っ
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。転
ん
で
し
ま
う
原
因
や
膝

痛
・
腰
痛
の
予
防
、丈
夫
な
骨
の
つ
く

り
方
、正
し
く
健
康
な
歩
き
方
な
ど

に
つ
い
て
、理
学
療
法
士
や
健
康
運

動
指
導
士
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

開
催
日
・
時
間

八
月
二
十
四
日

（
火
）、八
月
三
十
一
日（
火
）、九
月
七

日（
火
）、九
月
十
四
日（
火
）の
全
四

回
コ
ー
ス
　
午
前
十
時
～
正
午

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

定
員

先
着
三
十
人

応
募
資
格

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
人

受
講
料

一
回
百
円（
計
四
百
円
）

申
込
期
限

八
月
二
十
日（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
課（
福
間
庁
舎
）　
☎
４
３
・

８
１
９
０

こ
の
事
業
は
、寝
た
き
り
状
態
な

ど
の
理
由
か
ら
衛
生
管
理
が
困
難
な

実
態
を
把
握
し
、道
路
の
計
画
、建

設
、管
理
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
、調
査
対
象
を
無
作
為
に
選
定

し
、対
象
車
両
の
一
日
の
動
き
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す
。調
査
対
象
車
両
を
所
有
さ

れ
て
い
る
お
宅
に
調
査
員
が
訪
問
し

在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、状
態
の
改

善
、身
体
の
清
潔
の
保
持
、感
染
予
防

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。申
請
後
、訪
問
調
査
を
行
い
利

用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

対
象
者

六
十
五
歳
以
上
で
介
護
保

険
制
度
に
お
け
る
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
と
認
定
さ
れ
た
人
で
、自
宅
で

生
活
し
て
お
り
、寝
た
き
り
で
寝
具

類
な
ど
の
汚
染
が
あ
っ
て
、衛
生
管

理
が
困
難
な
人

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

○
寝
具
取
り
扱

い
指
導
　
○
対
象
者
が
日
常
利
用
し

て
い
る
寝
具
類（
①
掛
布
団
・
敷
布

団
・
毛
布
②
掛
布
団
・
毛
布
・
介
護
ベ

ッ
ド
用
マ
ッ
ト
レ
ス
・
ベ
ッ
ド
パ
ッ

ド
）な
ど
の
洗
濯
、乾
燥
、消
毒
　
※

②
は
介
護
用
ベ
ッ
ド
使
用
者
に
限
る

利
用
料
金

①
四
百
円
　
②
五
百
円

申
し
込
み
方
法

市
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
課
に
置
い
て
い
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
押
印
の
上
、提
出
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限

八
月
二
十
七
日（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
課（
福
間
庁
舎
）　
☎
４
３
・

８
１
９
０

日
本
全
国
の
道
路
と
道
路
交
通
の

「
な
ご
み
の
ふ
れ
あ
い
道
場

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
」

開
催
の
ご
案
内●

福
津
市
総
務
課

な
ん
で
も
心
の
健
康
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
福
津
市
保
健
指
導
室

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
、戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
写

真
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

期
間

八
月
六
日（
金
）～
八
月
二
十

日（
金
）　
※
八
月
十
日（
火
）・
八
月

十
七
日（
火
）は
休
館

時
間

午
前
九
時
～
午
後
八
時

場
所

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

内
容

写
真
展
な
ど
　
※
八
月
十
五

日（
日
）の
午
後
三
時
と
午
後
六
時
か

ら
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課（
福
間
庁

舎
）　
☎
４
３
・
８
１
９
６
　
津
屋
崎

千
軒
な
ご
み
　
☎
５
２
・
２
１
２
２

市
で
は
毎
月
一
回
、心
の
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、家
族

の
気
に
な
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
、臨
床
心
理
士

が
受
け
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

八
月
十
九
日（
木
）　
午
後
二

時
～
午
後
四
時

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

費
用

無
料

申
し
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

八
月
十
六
日（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
保
健
指
導

室（
ふ
く
と
ぴ
あ
）　
☎
３
４
・
３
３

５
２子

ど
も
の
発
達
や
し
つ
け
、安
全

に
つ
い
て
学
び
あ
う
、カ
ナ
ダ
生
ま

れ
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
始
ま
り
ま
す
。

参
加
し
た
マ
マ
同
士
、お
話
し
す

る
う
ち
に
、子
育
て
の
ア
イ
デ
ア
に

出
会
え
る
か
も
。

日
時

九
月
十
七
日（
金
）～
十
一
月

五
日（
金
）の
毎
週
金
曜
日
　
午
前
十

時
～
正
午
　
※
全
八
回

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

対
象

〇
歳
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児

を
持
つ
親（
で
き
る
だ
け
、全
回
参
加

で
き
る
人
）

定
員

十
二
人
程
度（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

託
児

あ
り
。一
人
三
百
円

申
込
期
限

八
月
三
十
一
日（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
の
び
の
び

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー（
ふ
く
と
ぴ
あ
）

☎
４
２
・
９
１
１
９

全
国
一
斉
調
査

「
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ・パ
ー
フ
ェ
ク
ト

（
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
！
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
募
集

●
福
津
市
保
健
指
導
室

市は、昨年８月に、福津市役所庁舎の統合を核とする、市の主要な公共施設（福間庁舎･津屋崎庁舎･ふくとぴあ･
中央公民館･カメリアホール）の今後のあり方などを位置付けることとした、公共施設有効活用基本構想（案）を作
成しました。

この基本構想(案)について、昨年９月から１１月にかけて市民説明会を１０か所で開催するとともに、昨年１０
月１日号の広報誌などで概要をお知らせし、市民の皆さまからご意見をお聞きしてきました。

市民の皆さまからは、特に庁舎の統合に対して、「福間庁舎への庁舎統合反対」、「市立図書館２階の一部の庁
舎としての活用反対」、「（福間庁舎への統合時には）市立図書館を津屋崎庁舎へ移転」など、多様なご意見をい
ただきました。

これらのご意見を踏まえて、庁舎の統合について最終的に、議会を津屋崎庁舎へ移転し、行政機能を福間庁舎へ
統合するという方針に修正し、統合のための予算を市議会へ提案いたしましたが、議会からは、市民や議会への説
明が不十分であるなどのご意見があり、否決という結果をいただきました。

市としましては、議会からのご意見と結果を重要に受け止め、庁舎の統合案とそれを核とする公共施設有効活用
基本構想（案）の策定を、いったん見送りたいと思います。

庁舎の統合につきましては、市民の皆さまや議会の間に多種多様なご意見があり、その難しさをあらためて感じ
ているところですが、市としましては、引き続き取り組むべき重要な課題だと考えておりますので、今後は、広く
市民の皆さまのご意見を聞きながら、新たな庁舎統合に関する計画案を検討していきたいと思います。

福津市長 小山　達生

庁舎の統合を核とする公共施設有効活用
基本構想（案）のその後について
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「
又
ぜ
ー
う
き
う
き
夏
祭
り
」

に
い
ら
っ
し
ゃ
い

●
大
和
一
区

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
厚
生
労
働
省
・
福
岡
県
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国
民
健
康
保
険
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
等
の
交
付
に
つ
い
て

●
福
津
市
市
民
課

「
楽
し
い
婚
活
」
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
ゆ
め
み
ら
い
宗
像「
楽
し
い
婚
活
」実
行
委
員
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
健
康
教
室

を
開
催
し
ま
す

●
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

●
福
岡
県
司
法
書
士
会

さ
ん
　
☎
３
６
・
４
０
６
２

こ
の
事
業
は
、積
極
的
に
健
全
な

出
会
い
を
求
め
る
人
に
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、参
加
者
の
交
流
強
化

な
ど
に
よ
り
、宗
像
地
域
の
魅
力
を

広
く
発
信
し
、宗
像
地
域
の
人
口
増

加（
婚
活
・
定
住
化
・
長
生
き
）な
ど
、

宗
像
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

日
時

九
月
四
日（
土
）　
午
後
五
時

〜
午
後
九
時

場
所

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

募
集
対
象

福
津
市
・
宗
像
市
に
在

住
の
、心
身
と
も
に
健
康
で
、健
全
な

出
会
い
を
求
め
て
い
る
、独
身
の
二

十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
男
性

※
女
性
は
定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で

締
め
切
り
ま
し
た
。

募
集
人
数

男
性
五
十
人

参
加
費

三
千
五
百
円（
飲
食
費
、行

事
保
険
代
ほ
か
）

申
し
込
み
方
法

参
加
希
望
者
は
、

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
生
年
月
日

⑤
勤
務
先
⑥
電
話
番
号
⑦
趣
味
、休

日
の
過
ご
し
方
⑧
血
液
型
を
記
入

の
上
、郵
便
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

八
月
十
三
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
１
１
―

４
１
７
５
　
宗
像
市
田
久
六
―
一
―

二
〇
　
ゆ
め
み
ら
い
宗
像
「
楽
し
い

婚
活
」実
行
委
員
会
事
務
局
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
２
・
８
９
０
３
　
メ
ー
ル
tano

k
on
@
y
u
m
em
irai.com

☎

０
９
０
・
３
６
６
２
・
６
２
５
７（
平

日
の
正
午
〜
午
後
二
時
）

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、遺

言
や
相
続
、悪
質
な
訪
問
販
売
被
害

な
ど
に
つ
い
て
、司
法
書
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。一
人
で
悩
ま

ず
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

九
月
十
一
日（
土
）　
午
前
十

時
〜
午
後
四
時

場
所

福
岡
交
通
セ
ン
タ
ー
　
八
階

大
ホ
ー
ル

内
容

面
談
相
談（
無
料
）　
※
予
約

者
を
優
先
し
ま
す
。

予
約
受
付
期
間

八
月
十
六
日

（
月
）〜
九
月
九
日（
木
）　
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
　
※
土
・
日
曜
日
を
除

き
ま
す
。

予
約
電
話
番
号

☎
０
９
２
・
６
６

３
・
５
０
５
５

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１

○
平
成
二
十
二
年
一
月
二
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
人
は
、前
住
所
地
で
の

所
得
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

な
お
、内
容
に
よ
っ
て
は
、電
話
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
課
保
険
年
金

係（
福
間
庁
舎
）　
☎
４
３
・
８
１
２

７
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー（
津

屋
崎
庁
舎
）　
☎
５
２
・
４
９
６
６

市
お
よ
び
近
隣
市
町
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
を
対
象
に
、ス
ト
ー
マ
全
般
の

技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

日
時

八
月
二
十
九
日（
日
）　
午
後

一
時
〜
午
後
四
時

場
所

メ
イ
ト
ム
宗
像

講
師

海
田
真
治
子
さ
ん（
久
留
米

大
学
病
院
Ｗ
Ｏ
Ｃ
認
定
看
護
師
）

内
容

「
夏
場
の
ス
ト
ー
マ
管
理
」を

テ
ー
マ
に
ス
ト
ー
マ
の
管
理
方
法
な

ど
の
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

参
加
料

無
料
　
※
申
込
不
要

そ
の
他

個
人
指
導
を
希
望
す
る
人

は
受
付
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ

ー
協
会
福
岡
県
支
部
宗
像
分
会
　
森

八
月
か
ら
次
の
認
定
証
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

①
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

一
定
の
条
件
を
満
た
す
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を

保
険
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る

と
、入
院
時
の
食
事
負
担
な
ど
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

②
限
度
額
適
用
認
定
証

七
十
歳
未

満
の
人
で
、保
険
税
に
未
納
が
な
い

人
を
対
象
に
交
付
し
ま
す
。こ
の
認

定
証
を
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
す
る
と
、入
院
時
な
ど
に
お
け
る

負
担
が
、高
額
療
養
費
の
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

①
②
と
も
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

の
で
市
市
民
課（
福
間
庁
舎
）ま
た
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー（
津
屋
崎

庁
舎
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

現
在
、認
定
証
を
お
持
ち
の
人
も

七
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の

で
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
印
鑑

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、入

院
日
数
が
九
十
日
を
超
え
る
場
合
は

医
療
機
関
の
領
収
書
な
ど

防
災
講
演
会
の
お
知
ら
せ

〜
そ
の
と
き
、
何
が
起
こ

っ
て
い
た
の
か
〜

●
ふ
く
ま
郷
づ
く
り
の
会

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
等
」

の
出
張
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

●
東
福
岡
年
金
事
務
所

行
政
書
士
に
よ
る
交
通
事
故

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
行
政
書
士
会

第
19
回
宗
像
地
区「
同
和
」教
育

研
究
集
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●
第
19
回
宗
像
地
区「
同
和
」教
育

研
究
集
会
実
行
委
員
会

消
防
吏
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
宗
像
地
区
消
防
本
部

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
等
」に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、社
会
保

険
労
務
士
を
派
遣
し
ま
す
。

開
設
日
時

十
二
月
ま
で
の
毎
週
月

曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）　
午
前
九
時
〜
正
午
と
午
後
一

時
〜
午
後
五
時

場
所

市
役
所
福
間
庁
舎
ロ
ビ
ー

そ
の
他

相
談
受
付
は
先
着
順
で

す
。

問
い
合
わ
せ

東
福
岡
年
金
事
務
所

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
７
９
６
７

市
市
民
課（
福
間
庁
舎
）　
☎
４
３
・

８
１
２
７

示
談
書
、損
害
賠
償
請
求
書
な
ど

の
作
成
お
よ
び
保
険
請
求
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。予
約
は
不
要
。直
接
、会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

八
月
二
十
一
日（
土
）　
午
前

十
時
〜
午
後
四
時

場
所

福
岡
市
和
白
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー（
コ
ミ
セ
ン
わ
じ
ろ
）

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１

事
業
所
を
対
象
に
、労
働
者
の
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。八
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
、県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
伺
い
、常
用
労
働
者
数

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
聞
き
し
た
内
容
を
本
調
査
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

県
調
査
統
計
課
　
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
７

子
ど
も
み
こ
し
の
ほ
か
、出
店
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。ぜ
ひ
、遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時

八
月
二
十
一
日（
土
）　
午
後

四
時
〜
午
後
九
時
　
※
雨
天
の
場
合

は
、翌
日
に
順
延
し
ま
す
。

場
所

大
和
公
園

問
い
合
わ
せ

堤
田
さ
ん
　
☎
４

３
・
３
６
９
２

講
演「
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

組
織
的
な
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」　
小
泉
令
三
さ
ん
、講
演「
冒
険

的
同
和
教
育
論
」　
ハ
ヤ
シ
ザ
キ
  カ

ズ
ヒ
コ
さ
ん

参
加
費

五
百
円
　
※
高
校
生
以
下

は
無
料

問
い
合
わ
せ

新
谷
さ
ん
　
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
９
２
・
６
４
２
・
３
１
１
２

次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
日

十
月
十
七
日（
日
）

試
験
会
場

福
岡
県
消
防
学
校

採
用
予
定
人
数

四
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
六
十
一
年
四
月
二

日
か
ら
平
成
五
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
の
採
用
に
応
じ
ら
れ
る

人
。た
だ
し
、日
本
国
籍
を
有
し
な
い

人
お
よ
び
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条

の
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
人
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
、身
体
基
準

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

八
月
十
六
日（
月
）〜
九

月
九
日（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

宗
像
地
区
消

防
本
部
消
防
総
務
課
　
☎
３
６
・
２

８
７
２

当
日
は
、非
常
食
の
試
食
や
自
衛

隊
の
災
害
救
助
パ
ネ
ル
展
も
行
い
ま

す
。入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

八
月
二
十
二
日（
日
）　
午
後

一
時
半
〜
午
後
三
時
半

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

演
題

「
消
防
士
か
ら
見
た
地
域
防

災
の
あ
り
方
」

講
師

野
村
勝
さ
ん（
新
長
田
北
安

心
安
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長
、元
神
戸
市
消
防
署
員
）

申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
郷
づ
く
り

支
援
室（
津
屋
崎
庁
舎
）　
☎
５
２
・

４
９
１
３
　
メ
ー
ル
sato@
city
.

fu
k
u
tsu
.lg
.jp

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

九
月
五
日（
日
）　
午
前
十
時

〜
午
後
三
時

場
所

ア
ク
シ
ス
玄
海

内
容
　
講
演「
現
代
の
貧
困
と
ホ
ー

ム
レ
ス
支
援
」　
野
依
智
子
さ
ん



第
６
回
福
津
市
区
対
抗
９

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す

●
福
津
市
体
育
協
会

市
民
公
開
講
座「
前
立
腺
ガ
ン
」・

「
尿
失
禁
」の
ご
案
内

●
医
療
法
人・社
会
福
祉
法
人
　
豊
資
会

な
ま
ず
の
郷
硬
式
テ
ニ
ス
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
な
ま
ず
の
郷

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
教
室

の
お
知
ら
せ

●
福
津
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

女
性
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
応
援

奨
学
金
制
度
の
ご
案
内

●
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宗
像

テ
ニ
ス
教
室
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

●
な
ま
ず
の
郷
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みんなのギャラリー

自慢のワンショット　福津三十六景編

津屋崎祇園山笠に参加しました。７月１８

日の追い山はもちろん、前夜の裸参りにも参

加しました。波折神社を出発し、金刀比羅神

社、宮地嶽神社を経由、「サマーナイトイン

ふくつ」のまつり本部、津屋崎千軒なごみま

での約８ｋｍの道のりは、翌朝の追い山のこ

とを考えると、５０歳を過ぎた体には少々こ

たえますが、今年は、小学２年生の息子も一

緒に参加しましたので、父親としては弱音を

吐くわけにはいきません。最後まで集団に遅

れずに、なんとか今回も完走できました。

今年は、この日のために、約３か月前から

自転車通勤で足腰を鍛えていましたし、裸参

り終了後の体の手入れがよかったせいか、本

番の追い山では体調もすこぶる良好で、きり

りと引き締まったお尻？で、威勢よく山を舁
か

くことができました。

もちろん、その後数日間は、体のあちこち

が痛かったのは、言うまでもありませんが。

広渡

8月1日号
AUG.2010vol .67

②「
尿
失
禁
」　
講
師
　
原
律
子
さ
ん

（
豊
資
会
医
師
）

問
い
合
わ
せ

豊
資
会
　
☎
０
９

２
・
９
４
４
・
１
３
５
５

家
庭
の
大
部
分
の
経
済
的
責
任
を

負
い
な
が
ら
、自
己
の
雇
用
状
況
、自

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。プ
ロ
の
コ

ー
チ
が
指
導
し
ま
す
の
で
、安
心
し

て
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時

①
一
般
ク
ラ
ス
　
毎
週
月
・

水
・
木
曜
日
　
午
前
十
時
か
ら
、毎
週

土
曜
日
　
午
前
十
一
時
か
ら

②
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
　
毎
週
月
曜
日

午
後
五
時
か
ら
と
午
後
六
時
か
ら
、

毎
週
土
曜
日
　
午
前
十
時
か
ら

場
所

な
ま
ず
の
郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

入
会
金

二
千
百
円

受
講
料（
四
回
分
）
一
般
ク
ラ
ス

七
千
五
百
円
、ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

六
千
五
百
円

そ
の
他

一
回
千
五
十
円
で
体
験
レ

ッ
ス
ン
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
期
限

八
月
三
十
一
日（
火
）  

申
込
・
問
い
合
わ
せ

な
ま
ず
の
郷

☎
４
２
・
８
８
０
０

分
と
家
族
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
職
業
訓
練
や
教
育

を
受
け
て
、自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
女
性
を
応

援
す
る
制
度
で
す
。

給
付
金
額
・
人
数

一
年
間
二
十
四

万
円
を
一
人
に
給
付
し
ま
す
。

申
込
期
限

九
月
三
十
日（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
宗
像
　
伊
豆
丸
さ
ん
　
☎

３
６
・
５
９
８
３

申
込
期
限

八
月
二
十
日（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

な
ま
ず
の
郷

☎
４
２
・
８
８
０
０

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

九
月
十
二
日（
日
）　
午
前
九

時
か
ら

場
所

市
内
体
育
館

申
し
込
み
方
法

フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

九
月
三
日（
金
）午
後
五

時申
込
・
問
い
合
わ
せ

古
川
さ
ん

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
・
３
３
５
９
　
☎
０
９

０
・
４
７
７
４
・
６
１
５
３

参
加
は
無
料
で
す
。

ま
た
、当
日
は
、医
療
・
介
護
相
談

を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

日
時

八
月
二
十
九
日（
日
）　
午
前

十
一
時
〜
午
後
三
時
半

場
所

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ（
古
賀
市

中
央
公
民
館
）

講
座
内
容

①「
前
立
腺
ガ
ン
」　
講

師
　
佐
藤
親
子
さ
ん（
豊
資
会
医
師
）

津屋崎千軒民俗館「藍の家」では、イベントや展示会などを開催
しています。
ミニギャラリーとして利用することもできます（要予約）。 お気軽

に問い合わせください。

◆ 藍染め体験 ◆
簡単な藍染めを体験してみませんか。１時間程度で染まります。
期　間 ８月１２日（木）、２２日（日）

１０：００～１５：００（要申込）

◆ リトルジョンさんの藍の家放送局 ◆
今月は、何があるでしょう。ご期待ください。

日　時 ８月２２日（日） １３：００～１５：００

◆ 和紙と灯りとトンボ玉 ◆
トンボ玉体験ができます。材料費は実費です。

期　間 ９月１１日（土）～９月１７日（金）

●受付・問い合わせ 津屋崎千軒民俗館藍の家　☎・FAX５２・０６０５
●開館時間 １０：００～１６：００

※８月１３日（金）～８月１５日（日）はお盆休みのため休館します。

人口

男

女

世帯数

５６，２０６人

２６，３２９人

２９，８７７人

２２，０２７世帯

人口・世帯

－６人

－１３人

＋７人

＋１１世帯

前月比 異動理由
6月のひとの動き（6月30日現在）

出生

死亡

転入

転出

４５人

４５人

１４４人

１５０人

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。一

緒
に
楽
し
く
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か

い
て
み
ま
せ
ん
か
。経
験
者
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

九
月
二
日（
木
）か
ら
毎
週
木

曜
日（
月
四
〜
五
回
）　
午
前
十
時
〜

正
午

場
所

福
間
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費

千
円（
月
額
）　
※
別
途
ス

ポ
ー
ツ
保
険
代
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

豫よ

山や
ま

さ
ん

☎
４
３
・
３
３
７
８

市
内
在
住
、在
勤
者
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。

日
時

九
月
五
日（
日
）　
午
前
九
時

試
合
開
始

場
所

な
ま
ず
の
郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、男
子

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
、一
般
女
子
ダ
ブ

ル
ス
　
※
男
子
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
は

六
十
歳
以
上
を
対
象
と
し
ま
す
。

参
加
費

一
チ
ー
ム
千
円

定
員

先
着
四
十
二
チ
ー
ム

お盆のお供え物（ちょうちんなどの
仏具や精霊船は除く）を回収します。
果物や飲み物類などは通常の燃やすご
み収集や分別収集で出し、なるべく少
なくしてお持ちください。
日 時 ８月１５日（日）

１６：００～２１：００
場 所 福間漁港駐車場横（左図）
※回収場所での花火は大変危険です。
絶対にしないでください。

※公設分別ステーションは通常通り開設します。

◆問い合わせ 市うみがめ課（津屋崎庁舎）　☎５２・４９５３

●福津市うみがめ課

ごみ収集・し尿くみ取りの休み

ココ
福間漁港

西郷川 浜田橋

漁協

お盆のお供え物お盆のお供え物お盆のお供え物お盆のお供え物は下記で回収します

燃やすごみ収集

し尿くみ取り

分別収集
８月１２日（木）～８月１４日（土）

８月１３日（金）～８月１４日（土）

毎月第３・４日曜日に開設している地区（行政区）は
８月は１週遅れとなります。 詳しい内容について
は、「分別収集カレンダー」をご覧ください。

地域分別
ステーション

市内全域




